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国
民
は
法

律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ

り
納
税
の
義

務
を
負
う

が
、
日
本
国

憲
法
は
、
税

金
は
能
力
に
応
じ
て
応
能
負
担

原
則
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、

所
得
課
税
中
心
の
累
進
課
税
、

勤
労
所
得
軽
課
、
資
産
所
得
重

課
、
最
低
生
活
費
非
課
税
、
生

存
権
的
財
産
非
課
税
と
い
う
方

向
に
導
か
れ
る
。

　
消
費
税
は
、
低
所
得
者
に
負

担
が
大
き
く
な
る
の
で
憲
法
の

精
神
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
政
府
税
調

の
方
針
は
、
庶
民
大
増
税
と
大

企
業
の
高
額
所
得
者
減
税
路
線

を
続
け
て
お
り
、
弱
者
の
犠
牲

の
上
に
強
者
が
栄
え
る
構
造
改

革
で
格
差
社
会
を
社
会
問
題
化

す
る
に
到
っ
た
。

　
2
0
0
6
年
に
定
率
減
税
の

半
減
や
公
的
年
金
控
除
の
縮

小
、　
歳
以
上
の
老
年
者
控
除

65

の
廃
止
が
行
わ
れ
、
2
0
0
7

年
度
に
は
定
率
減
税
の
全
廃
、

住
民
税
の
高
齢
者
非
課
税
措
置

の
廃
止
、
住
民
税
の
税
率
　
％
10

の
一
律
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
住
民
税
が
上
が
る
と
、

国
保
料
、
介
護
保
険
料
も
負
担

増
へ
と
連
動
す
る
た
め
、
さ
ら

に
庶
民
の
負
担
は
増
す
。
そ
し

て
庶
民
大
増
税
と
な
っ
て
、
よ

り
格
差
が
広
が
り
、
さ
ら
に
深

刻
さ
を
帯
び
て
く
る
。

　
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
や
各

種
法
人
税
減
税
で
、
大
企
業
は

バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
空
前
の
利

益
を
上
げ
な
が
ら
、
法
人
税
収

は
大
幅
に
減
少
し
た
上
に
、
輸

出
大
企
業
は
1
兆
円
近
く
の
戻

し
税
、
還
付
金
を
受
け
る
。

　
経
団
連
は
さ
ら
に
法
人
税
減

税
を
唱
え
、
消
費
税
ア
ッ
プ
を

要
求
し
て
お
り
、
参
議
院
選
挙

後
に
は
消
費
税
値
上
げ
が
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
上
が
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
浦
野
広
明
税

理
士
（
立
正
大
学
法
学
部
教
授
）

は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　「
日
本
経
団
連
が
主
導
し
て

一
方
的
に
庶
民
か
ら
税
金
を
取

り
立
て
る
こ
と
を
禁
じ
る
た
め

に
は
議
会
を
変
え
る
し
か
な

い
。
税
の
取
り
方
、
使
い
方
を

決
め
る
の
は
政
治
の
仕
事
で
あ

る
。
ど
ん
な
社
会
で
あ
ろ
う
と
、

租
税
に
関
す
る
権
利
意
識
が
低

い
こ
と
は
、
民
主
的
な
税
、
財

政
の
発
展
に
と
っ
て
妨
げ
と
な

る
。
国
政
、
地
方
を
問
わ
ず
選

挙
は
常
に
主
権
者
で
あ
る
国
民

が
、
税
に
対
す
る
意
志
表
示
を

す
る
機
会
（
税
民
投
票
）
だ
と

い
う
こ
と
を
片
時
も
忘
れ
な
い

人
々
が
多
数
派
に
な
る
こ
と
を

追
求
し
た
い
」
と
。

　
社
会
保
障
は
国
の
義
務
で
あ

り
、
税
金
は
社
会
保
障
と
平
和

の
目
的
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

庶
民
増
税
許
す
な

納
税
者
の
権
利
を
行
使
し
よ
う

自主共済制度を守れ

保険業法の適用除外規定の見直しを

求める「議員立法」に理解が広がる

国
会
要
請
行
動

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

は
2
月
1
日
、
休
業
保
障
制

度
な
ど
各
団
体
が
健
全
に
運

営
し
て
き
た
自
主
的
な
共
済

を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
国
会

行
動
を
実
施
し
た
。
行
動
に

は
、
竹
崎
三
立
保
団
連
副
会

長
、
森
明
彦
、
小
島
修
司
両

理
事
、
各
協
会
役
員
ら
が
多

数
参
加
し
た
。

　
保
団
連
も
参
加
す
る
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

懇
話
会
」（「
懇
話
会
」）
も
同

日
、
衆
参
両
院
の
金
融
委
員

を
中
心
に
要
請
を
行
い
、
自

主
共
済
を
今
後
と
も
健
全
に

運
営
で
き
る
よ
う
、
理
解
と

賛
同
を
求
め
た
。

　
こ
の
日
提
出
し
た
適
用
除

外
を
求
め
る
請
願
署
名
は
、

3
千
1
6
0
筆
（
署
名
総
計

4
万
3
千
筆
）。議
員
へ
の
要

請
は
、
新
保
険
業
法
の
政
省

令
を
改
正
す
る
な
ど
に
よ

り
、
法
律
上
で
適
用
除
外
を

実
現
で
き
る
よ
う
議
員
立
法

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
保
団
連
、「
懇
話
会
」
な
ど

に
よ
る
要
請
行
動
の
結
果
、

前
臨
時
国
会
で
の
請
願
署
名

紹
介
議
員
は
、
与
野
党
で
衆

院
　
人
、
参
院
　
人
と
な
っ

53

25

た
。
今
国
会
で
新
た
に
4
人

が
加
わ
っ
た
。

各
党
議
員
が
協
力

を
約
束

　
保
団
連
・
協
会
代
表
の
要

請
に
対
し
、
社
民
党
の
福
島

瑞
穂
党
首
は
、
国
会
で
取
り

上
げ
、
制
度
を
守
り
た
い
。

そ
の
た
め
の
議
員
立
法
は
党

政
調
会
長
と
相
談
し
て
ほ
し

い
と
、
今
後
の
す
す
め
方
等

の
相
談
に
応
じ
た
。
ま
た
同

党
の
重
野
安
正
議
員
は
、
休

保
制
度
を
は
じ
め
、
知
的
障

が
い
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
互
助
会

な
ど
が
こ
れ
ま
で
通
り
運
営

で
き
な
い
問
題
や
、
労
働
組

合
、
医
師
会
等
が
行
う
共
済

に
も
関
心
を
示
し
、
署
名
紹

介
を
引
き
受
け
た
。

　
議
員
立
法
の
実
現
に
向
け

て
は
、
民
主
党
の
足
立
信
也

議
員
も
、
同
党
の
中
心
的
な

議
員
を
紹
介
し
、
協
力
を
約

束
し
た
。
同
党
の
大
久
保
勉

議
員
は
、
議
員
立
法
実
現
に

向
け
「
他
の
議
員
と
連
携
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
共
産
党
の
佐
々
木
憲
昭
議

員
、
大
門
実
紀
史
議
員
の
両

秘
書
は
、
自
主
共
済
・
休
保

制
度
を
守
る
た
め
引
き
続
き

協
力
を
約
束
し
激
励
し
た
。

自
民
党
の
広
津
素
子
議
員
秘

書
も
協
力
を
約
束
し
た
。
国

民
新
党
の
後
藤
博
子
議
員
は

秘
書
を
通
じ
署
名
紹
介
を
引

き
受
け
た
。

署
名
協
力
を
力
に

　
休
保
制
度
加
入
者
、
会
員

の
署
名
協
力
を
力
に
、
各
協

会
か
ら
自
主
共
済
守
れ
の
要

請
行
動
が
行
わ
れ
、
与
野
党

議
員
へ
の
地
元
協
会
か
ら
の

働
き
か
け
を
強
め
て
い
る
。

　
現
在
、協
会
･
保
団
連
は
、

請
願
署
名
の
紹
介
議
員
引
き

受
け
や
、
議
員
立
法
へ
の
協

力
の
約
束
を
求
め
て
地
元
で

の
懇
談
等
を
協
会
か
ら
精
力

的
に
行
い
、
理
解
を
広
げ
る

活
動
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
各
党
議
員
の
中
に
理
解
と

協
力
が
広
が
っ
て
き
て
お

り
、
1
月
　
日
に
「
懇
話
会
」

15

が
実
施
し
た
マ
ス
コ
ミ
懇
談

会
の
席
上
で
も
、
福
島
社
民

党
党
首
や
自
民
党
の
広
津
議

員
か
ら
「
助
け
合
い
の
自
主

共
済
が
潰
れ
て
は
な
ら
な

い
。
今
国
会
で
取
り
上
げ
た

い
」
等
の
表
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
今
後
、
保
団
連
と
「
懇
話

会
」
は
、
自
主
的
な
共
済
制

度
を
適
用
除
外
に
す
る
た

め
、
6
月
下
旬
に
会
期
末
予

定
の
今
国
会
中
に
、
議
員
立

法
の
実
現
を
目
指
し
、
引
き

続
き
請
願
署
名
や
地
元
議
員

と
の
懇
談
を
強
め
る
。ま
た
、

各
団
体
が
共
同
し
て
自
主
共

済
を
守
る
運
動
を
広
げ
て
い

る
「
懇
話
会
」
の
地
域
版
を

広
げ
よ
う
と
、こ
れ
ま
で
に
、

愛
知
・
兵
庫
両
県
で
発
足
し

た
の
に
続
き
、
3
月
に
は
大

阪
で
発
足
を
予
定
。
広
島
、

福
島
、
千
葉
な
ど
で
も
準
備

が
す
す
ん
で
い
る
。

　
本
紙
次
号
で
は
、
署
名
用

紙
を
掲
載
し
、
あ
ら
た
め
て

会
員
・
休
保
加
入
者
の
皆
さ

ま
へ
、
国
会
請
願
署
名
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
予
定
で
あ

る
。
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特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集　『医療制度改革関連法』で
地域の医療はどう変わる

 害地域での保険医運動　自治体への働きかけ害
　今般実施が決定された医療制度の改革は、各都道府県や
市町村に、従来以上に大きな役割と責任を担わせている。
地域での保険医運動、自治体への働きかけが、いまこそ重
要になっている。
○戦後最大の危機にたつ憲法・地方自治と医療制度改革　

岡田知弘
○医療制度改革関連法と地域医療　　　　　　　津田光夫
○制度再建の鍵を握るのは自治体　　　　　　　中村　暁
○リハビリ日数制限は医療制度構造改革のプロローグ　　

大竹　進
○国・地方自治体への総合的な働きかけで　　　　　　　

　　　　　　　　歯科医療の改善を　矢部あづさ
○地方議員、自治体との懇談を通して得たこと　箱石勝見
○療養病床廃止・削減計画中止を求め　　　　　古沢正治
○医の倫理を蹂躙する医療特区　　　　　　　　池川　明
論　考　医療はがし・医師はずしの健康診断芋　服部　真
文　化　水銀と弘法大師　　　　　　　　　　　工藤　厚
　　　　何か変だぞ！日本スポーツ（第２回）　大野　晃
　　　　名水の源泉を訪ねて第３回「まちのなかの湧水」　

安形　康
次号特集

「在宅における終末期医療を検証する」
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足立議員（民主・右）へ要請する小島保団連理事（その左）

福島社民党党首（左）へ要請する竹崎
保団連副会長




